
 

学校訪問 

“いきいき子ども！あたたか家族！はつらつ先生！”地域が支える教育の板橋 

“学び合う、学び続ける人づくり！”地域を創る教育の板橋          
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【問合せ】 中央図書館   ☎3967 - 5261  

←こちらから学校訪問の様子がご覧になれます。 

    また、板橋区公式ホームページからもアクセスできます。 

板橋区立中央図書館移転・改築 図書館 新しい時代へ 

令和2年12月20日(日)をもって、中央図書館およびボローニャ子ども絵本館が新館準備のため閉館いたします。 

 休館中の予約受取りについては、受取館の変更を電話で伺いますので、登録している住所や電話番号が変わったとき

は、利用登録の変更手続きをお願いします。連絡できない場合、予約資料は取置期間終了後、予約取消となります。   

新中央図書館は令和3年3月28日(日)に板橋区平和公園内（上板橋駅徒歩5分）に開館します。 

これまで、区民意見交換会などを開催し、いろいろなご意見を聴きながら、図書館づくりを進めてきました。今回は、

2階につくるティーンズコーナーを創造するワークショップの様子をご紹介します。 

（参加者は新中央図書館に近い上板橋第三中学校や淑徳高校の生徒さん、上板橋第四小学校、前野小学校の児童さんで

す。） 

ティーンズコーナーは、10代の皆さんが優先して利用できる読書や憩い、活動の場です。親しい友達と、部活の仲間

と、一人でゆっくり、それぞれの時間を満喫したい、日がくれるまで語らいたい…より魅力的な場をめざして、利用者世

代の意見を聴くワークショップを開きました。 

令和元年度には、「新しい図書館に置きたいマンガ・雑誌」について意見交換し、実際に本を選ぶ「選書」を行いまし

た。真剣に話し合う児童・生徒のみなさんの姿に胸打たれました。  

 

※このワークショップで選んだ本は、実際に購入して新中央図書館に並びます。 

楽しみにしてください。さあ、ページをひらきましょう。 

【現中央図書館の閉館 長年の皆様のご利用に感謝を込めて】 

閉館を迎えるにあたり、12月20日(日)まで 

利用者の方からの中央図書館へのメッセージを募集します。 

メッセージカードを、中央図書館にて配付しております。 

その場でご記入もできますので是非、ご来館ください。 

 ※休館準備のため書架へ立入りはできません。 

さあ、ページをひらいて！！ 

  ～あたらしい図書館は、あなたとともに歩み出します～ 

 
仲間の大切さや少年たちの心情が分か

る青春の物語をぜひ読んでほしい。 

小説では手に取りづらいが文学に触れ

たい人向けに、文学作品が原作のマン

ガをオススメしたい。 

 タイトルが気になりページをめくったら、 

自分の悩みを解決してくれそうなことが 

たくさん載っていた。 



第27回「いたばし国際絵本翻訳大賞中学生部門」への翻訳作品を募集して 

います。英文の外国絵本の一部分の翻訳作品を区内中学生から募集するもの 

です。絵とストーリーを楽しみながら、世界にひとつしかないあなただけの 

すてきな翻訳作品を作ってみませんか？友達との合同作品でも構いません。  
 昨年度は133作品、182名のご応募をいただきました。 

・募集作品…『Leaf』（原文 英語）  

      13ページから23ページまでの翻訳  

〈内容〉 

動物たちのくらす島に、見たこともない大きな白いけものが流れつきました。 

けものはどうくつに住みつき、ひたすら木の葉を集めています。動物たちは、 

この見知らぬけものに「Leaf」というあだ名をつけ、こわごわと遠巻きにして 

いたのだけれど…。 

・対象…板橋区内の中学校に在籍する生徒 

・締切…令和３年1月上旬  

    ※参加方法・提出方法などは各中学校の先生にご確認ください。 

                    【問合せ】いたばしボローニャ子ども絵本館 ☎3579-2665 
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 板橋には、戦前から旧陸軍が使う

スコープや測量機器など光学機器を

作る会社が集まりました。戦後も光

学機器のレンズなどを作る技術を生

かし、板橋は双眼鏡やカメラを作る

中心地となります。展示では、当時

の光学製品やカメラの歴史に加え、

光学の今を紹介します。 

展 示 名 
特別展 

「板橋と光学vol.3-いたばし産のカメラたち-」 

日 程 
令和2年12月12日（土） 

          ～令和3年3月21日（日） 

休 館 日 
月曜日 ※ただし1月11日（月・祝）は開館し、 

翌12日（火）が休館 

時 間 9時30分～17時（入館は16時30分まで） 

費 用 無料 

イ ベ ン ト 親子でさわって！さつえい！フィルムカメラ！ 

日 時 

12月20日（日）、令和3年1月17日（日）、 

2月21日（日）、3月14日（日）、 

10時30分と13時30分の回、各回3組、 

事前申込制 

費 用 
700円（フィルム代、現像代やプリント代は自己 

負担） 

身近な教育委員会を実施しました 

 板橋区では「区民が身近に感じる教育委員会の実

現」に向けて、保護者や地域の方との意見交換の場

として、年に３回「身近な教育委員会」を実施して

います。 

 今年度は11月４日に赤塚第一中学校を会場に、

赤塚第一中学校の学びのエリアを中心とした保護者

の方々や地域の方々に多数ご参加いただきました。 

 第一部では、GIGAスクール構想の概要について

の説明や青木教育委員による講演「New Normalに

生きる子どもたちへ～GIGAスクール構想実現に向

けて～」を行いました。 

 第二部では、ご参加いただいた保護者や地域の

方々と「コロナ禍 教育委員会・学校に期待するこ

と、家庭で行いたいこと」をテーマに話し合いを実

施。短い時間ではありましたが、活発な意見交換を

行うことができました。 

 ご多用の中、当日ご参加いただいた皆さまに感謝

申し上げます。 

 なお、当日の議事録は12月末頃に、区HP掲載予

定です。ぜひ、ご覧ください。 

※展示・イベントの詳細は、郷土資料館HPをご覧ください。 

       郷土資料館 特別展 

「板橋と光学vol.3-いたばし産のカメラたち-」 

アサヒフレックス 

トプコンREスーパー 


